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3517 子ども理解と保育・教育相談 [1] 週間授業

なし

2年/3年/4年 × ○

木曜1限

D112教室

常田　秀子

常田　秀子

保育や教育実践において、実態に応じた子ども一人ひとりの心身の発達や学びを把握することの意義について理解する。
子どもの体験や学びの過程において子どもを理解する上での基本的な考え方を理解する。
子どもを理解するための具体的な方法を理解する。
子どもの理解に基づく保育士や教師の援助や態度の基本について理解する。

保育士、教師として、子どもを理解し、それに基づいて保育・教育実践を進めるための基本的な考え方、方法について学ぶ。

対面科目

オリエンテーション 対面授業

子どもの共感的理解 対面授業

保育士と子どもの関わり 対面授業

子どもの生活と遊び 対面授業

子ども相互の関わりと関係づくり 対面授業

集団における経験と育ち 対面授業

発達における葛藤やつまづき 対面授業

環境の理解と構成 対面授業

子ども理解のための観察と記録 対面授業

子ども理解のためのアセスメント 対面授業

子ども理解のための職員間の対話 対面授業

子ども理解のための保護者との連携 対面授業

発達の課題に応じた援助とかかわり 対面授業

特別な配慮が必要な子の理解と支援 対面授業

発達の連続性と幼小連携による支援 対面授業

毎回の授業への参加、毎回の課題やコメント、期末の試験で評価する。
授業への欠席や課題未提出が６回以上ある場合は単位を出さないので注意すること。

授業の資料配布、課題提出、質疑応答などについては、原則として和光ポータルを使用する。



◆教科書・教材

教科書以外に必
要な教材費用

教科書 教科書(ISBN)

参考文献 参考文献(ISBN)

特になし

子どもの理解と援助　清水, 益治／森, 俊之（編）　児童育成協会（監修）　中央法規
https://elib.maruzen.co.jp/el
ib/html/BookDetail/Id/3000
080539


